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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
作
業
す
る
社
員
向
け
の
単
身
寮

の
建
設
が
、
町
内
大
川
原
字
南
平
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
県
道
35
号
線
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
棟
は
、
7
月
末
の
入
居
開

始
に
向
け
、
ほ
と
ん
ど
の
工
事
を
終
え
て
い
ま
し
た
。
3
階
の

角
部
屋
の
窓
か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
畑
が
見
え
ま
し
た
。
奥
に
は
大
熊

中
生
が
考
え
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
は
ば
た
け
新
大
熊
町
開

幕
」
の
看
板
が
見
え
ま
す
。
別
の
場
所
の
現
場
も
含
め
、
完
成

す
る
と
合
計
７
５
０
室
に
な
り
ま
す
。
復
興
に
向
け
、
古
里
の

風
景
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・�大熊町の川で太平洋まで続く川は3つあります。	

3つ全て答えられるかな？ 
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「くさししてんなよ！」くさしってどんな意味？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp

目 次
④
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
３
Ｄ
で
保
存

⑥
福
岡
か
ら
ア
イ
ス
の
贈
り
物

⑧
ふ
る
さ
と
か
わ
ら
ば
ん

⑩
ま
ち
の
話
題

⑭
絆
お
お
く
ま
ふ
れ
あ
い
通
信

⑰
教
え
て
お
お
ち
ゃ
ん
放
射
性
物
質

⑱
お
知
ら
せ

㉕
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

㉗
ほ
け
ん
だ
よ
り

㉙
町
民
掲
示
板

㉛
教
育
長
室
か
ら

㉜
あ
ら
か
る
と
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▲プレゼントされたアイス
　「♥ちくご愛す」　

▼福岡からプレゼントを届けに来てくださった北原秀規さん（左）

　避
難
先
の
福
岡
県
筑
後
市
で
農
業
を
営
む
北

原
秀
規
さ
ん
（
39 
）
が
6
月
30
日
、
若
手
農

家
の
皆
さ
ん
と
会
津
若
松
市
河
東
町
の
熊
町
・

大
野
小
を
訪
れ
、
地
元
の
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　北
原
さ
ん
は
大
野
小
、
大
熊
中
の
卒
業
生
で
、

東
日
本
大
震
災
前
ま
で
町
内
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
食
べ
物
に
不

自
由
し
た
と
き
、
近
く
の
農
家
か
ら
コ
メ
や
野

菜
な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
農
業
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
家
族
と
共

に
移
住
し
た
筑
後
市
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
農
業
経
験
が
な
く
「
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
」
状
況
で
し
た
が
、
J
A
ふ
く

お
か
八
女
筑
後
地
区
青
年
部
に
所
属
す
る
同
世

大熊出身 ・ イチゴ農家の北原さんが届けてくださいました

▼記念撮影☆おいしいアイスをありがとう♪

◀JAふくおか八女筑後地区青年部の皆さん

代
の
若
手
農
家
と
の
交
流
も
あ
り
、
5
年
ほ
ど

の
間
に
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
ま
し
た
。

　今
年
3
月
、
古
里
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
を

込
め
、大
熊
の
子
ど
も
た
ち
に「
博
多
あ
ま
お
う
」

を
1
人
1
パ
ッ
ク
ず
つ
贈
り
ま
し
た
。
北
原
さ

ん
の
思
い
に
同
青
年
部
も
賛
同
し
、
地
元
農
産

物
を
使
っ
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
「

　

 

ち
く
ご

愛
す
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
計
画
。
今
回
、
角
学

彦
副
部
長
や
北
原
さ
ん
ら
6
人
が
直
接
持
参
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　体
育
館
で
待
ち
受
け
た
全
校
児
童
に
対
し
、

北
原
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
も
食
べ
物
を
大
事
に
し
、

こ
の
中
か
ら
将
来
農
業
を
志
す
人
が
現
れ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
北
原
さ
ん
が
栽
培
す

る
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
イ
チ
ゴ
味
。
児
童
か
ら
は

「
3
月
に
い
た
だ
い
た
イ
チ
ゴ
は
甘
く
て
お
い
し

か
っ
た
で
す
。（
今
回
の
よ
う
な
）
励
ま
し
を
た

く
さ
ん
も
ら
っ
て
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
は
町
立
幼
稚
園
に
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

北
原
さ
ん
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
、
は
る
ば
る
福

岡
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

福岡から子どもたちにアイス福岡から子どもたちにアイス福岡から子どもたちにアイス福岡から子どもたちにアイス
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○
増
え
続
け
る
町
内
の
除
染
廃
棄
物

の
減
容
化
が
町
の
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
省
と
の
協
議

の
結
果
、
東
工
業
団
地
内
の
町
有
地

（
図
１
）
に
仮
設
焼
却
施
設
の
建
設

が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
現
地
調
査
を
行
い
、
引
き

続
き
造
成
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
、
平
成
30
年
３
月
の
運
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
に
つ
い
て
は

広
報
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
　今回は、東工業団地内町有地での焼却施設の建設開始について紹介します。

ふるさとかわらばん

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　

減
容
化
施
設
整
備
課

　

電
０
２
４（
５
６
３
）６
９
５
４

中
間
貯
蔵
施
設

保
管
場
へ
の
輸
送

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

（
6
月
11
日
～
7
月
10
日
）
大
熊

町
南
平
地
区
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設

の
保
管
場
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
有
地
へ
の
学
校
等
か

ら
の
搬
入
を
実
施
し
て
お
り
、
い

わ
き
市
の
中
学
校
、
須
賀
川
市
の

認
定
こ
ど
も
園
か
ら
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
お
お
く
ま
へ
の
輸
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　

調
査
設
計
課

　

電
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

問
い
わ
き
出
張
所　

環
境
対
策
課

施設内設備フロー（図３）

東
工
業
団
地
内
町
有
地
に

　

仮
設
焼
却
施
設
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す

建設予定地位置図（図１）

施設全景（完成予定図）（図２）

東
工
業
団
地

焼却施設建
設予定地

ふれあいパークおおくまの敷地
駐車場西側に搬入・保管されて
いる県内学校等からの除染土壌

灰保管施設A

灰保管施設B

灰保管施設C

焼却施設
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かわらばん

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。

除
染
の
進
捗
状
況
と
予
定

○
下
野
上
地
区
周
辺
95‌

ha
に
お
け

る
家
屋
の
除
染
に
つ
き
ま
し
て
、

平
成
28
年
6
月
末
現
在
、
67
％
が

終
了
し
て
い
ま
す
。

　

家
屋
の
除
染
を
希
望
さ
れ
、
ま

だ
除
染
が
着
手
さ
れ
て
い
な
い
お

宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順
次
除
染

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
除
染
開

始
の
一
週
間
ほ
ど
前
に
環
境
省
よ

り
ご
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
除
染
工
事
は
今
年

秋
頃
に
完
成
予
定
で
し
た
が
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
除
染
関
連
工
事
の
追
加

等
に
よ
り
平
成
29
年
3
月
下
旬
ま

で
工
事
期
間
を
延
長
す
る
予
定
で

す
。

問
環
境
省　

現
地
除
染
相
談
室

　

電
０
１
２
０（
３
６
０
）１
１
１

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　

会
津
支
所

　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

被
災
建
物
の

解
体
申
請
に
つ
い
て

○
環
境
省
で
は
、
大
川
原
地
区
、

中
屋
敷
地
区
の
全
域
お
よ
び
下
野

上
地
区
で
現
在
除
染
を
行
っ
て
い

る
区
域
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
被

災
建
物
の
解
体
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※�

申
請
の
締
切
時
期
に
つ
い
て
は

未
定
で
す
。
締
切
時
期
が
決
ま

り
次
第
、
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
盆
期
間
中
の
環
境
省

関
係
業
務
の
休
止
に
つ
い
て

〇
中
間
貯
蔵
施
設
関
係　

　

8
月
11
日
～
8
月
17
日

〇
除
染
関
係　

　

8
月
11
日
～
8
月
21
日

〇
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ミ
回
収
関
係

　

8
月
12
日
～
8
月
16
日

（
現
場
巡
回
に
係
る
車
両
は
こ
の

期
間
中
も
通
行
し
ま
す
）

家
屋
損
壊
調
査

　

除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課

　復興事業課で
は、町道・農道
等を中心に、毎
月町内パトロー
ルを実施してい
ます。
 今回は熊川仮
置場とモリアオ
ガエルの卵を紹
介します。

　
○
熊
川
地
区
仮
置
場
（
写
真
・
右
）

　

昨
年
末
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
、
熊
川
地
区
の
仮
置
場
（
約
20‌

ha
）

の
現
状
で
す
。
現
在
、
町
内
で
行
わ
れ

て
い
る
除
染
で
出
る
廃
棄
物
や
家
屋
の

解
体
で
出
る
廃
材
、
家
庭
内
ご
み
の
搬

入
・
仮
置
き
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

町
内パ

ト
ロ
ー
ル
通
信

モリアオガエルの白い泡状の卵塊

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

○
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
（
写
真
・
左
）

　

復
興
事
業
課
で
は
た
め
池
の
パ
ト
ロ

ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
を
万
右
ェ
衛
門

た
め
池
の
取
水
口
付
近
で
発
見
し
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
よ
り
も
ひ
と
回
り

大
き
い
卵
塊
、
新
し
い
命
の
誕
生
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。

熊川仮置場の現在
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隠ぺい問題で東電が説明
　

東
京
電
力
が
福
島
第
一
原
発

事
故
の
後
に
「
炉
心
溶
融
」
と

い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
指

示
し
て
い
た
問
題
で
、
石
崎
芳

行
福
島
復
興
本
社
代
表
が
6
月

29
日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
を
訪
れ
、
町
と
町
議
会
に
説

明
し
ま
し
た
。
石
崎
代
表
は

「
2
度
と
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
謝
罪
し
ま
し
た
。
渡
辺
利
綱

町
長
は
「
町
民
の
不
信
感
は
高

ま
る
ば
か
り
。
襟
を
正
し
て
」

と
求
め
ま
し
た
。
町
議
会
全
員

協
議
会
で
も
「
避
難
を
強
い
た

町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
痛

恨
の
極
み
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
内
の
学
校
な
ど
に
保
管
さ

れ
て
い
る
除
染
廃
棄
物
を
中
間

貯
蔵
施
設
建
設
予
定
地
内
の
町

有
地
に
搬
入
す
る
作
業
が
7
月

2
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
搬

入
が
始
ま
っ
た
の
は
町
内
夫
沢

の
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お
く
ま

駐
車
場
。
2
日
は
い
わ
き
市
の

赤
井
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
28
袋
分
の
除
染

廃
棄
物
が
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
5
台

に
分
け
て
同
駐
車
場
に
運
び
込

ま
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
到

着
す
る
と
、
待
ち
受
け
た
作
業

員
が
ク
レ
ー
ン
車
を
使
っ
て
バ

ッ
グ
を
一
つ
一
つ
積
み
下
ろ
し

ま
し
た
。
同
校
か
ら
の
搬
入
作

業
は
、
こ
の
日
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

町
有
地
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
人
道
的
、
教
育
的

学校保管の廃棄物、町有地に搬入

　

県
が
会
津
若
松
市
内
に
整
備

し
て
い
る
復
興
公
営
住
宅
・
城

北
団
地
の
内
覧
会
が
7
月
3
日
、

現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
団

地
は
全
21
棟
30
戸
を
8
月
下
旬

ま
で
に
整
備
す
る
予
定
で
、
こ

の
う
ち
平
屋
建
て
で
2
戸
1
棟

型
の
4
棟
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
床
や

壁
に
は
解
体
し
た
仮
設
住
宅
の

木
材
を
使
っ
て
お
り
、
温
か
み

の
あ
る
仕
上
が
り
に
し
た
そ
う

で
す
。
参
加
し
た
人
は
「
廊
下

が
あ
る
の
で
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
も
広

く
感
じ
る
」「
ロ
フ
ト
に
は
物

が
置
け
そ
う
だ
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

若松の復興公営住宅で内覧会

駐車場に搬入される除染廃棄物

住宅内部を見学する参加者

町議会に経過説明する石崎代表（右）

観
点
か
ら
学
校
な
ど
の
除
染
廃

棄
物
の
一
時
的
な
保
管
場
と
し

て
活
用
さ
せ
る
こ
と
で
受
け
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
環

境
省
は
同
駐
車
場
約
0.8‌

ha
に
、

早
急
に
搬
出
が
必
要
な
約
1
万

㎥
を
搬
入
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
7
月
9
日
か
ら
11
日
ま
で

の
間
に
は
須
賀
川
市
の
認
定
子

ど
も
園
オ
リ
ー
ブ
の
木
か
ら
も

除
染
廃
棄
物
が
搬
入
さ
れ
、
夏

休
み
に
は
郡
山
市
の
西
田
中
か

ら
も
搬
入
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

搬
入
開
始
に
つ
い
て
、
赤
井

中
で
の
作
業
に
立
ち
会
っ
た
井

上
信
治
環
境
副
大
臣
は
「
大
熊

町
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

た
い
。
搬
入
は
安
全
第
一
で
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
話
し
ま
し

た
。
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大熊中生、東京の中学生と交流

町内 2カ所目のメガソーラー

町社協の中期ビジョン策定委が始動

東
京
都
世
田
谷
区
の
東
京
都

市
大
学
等
々
力
（
と
ど
ろ
き
）

中
学
校
の
2
年
生
２
０
０
人
が

6
月
16
日
、
会
津
若
松
市
の
大

熊
中
を
訪
れ
、
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。「
自
己
発
見
と
共

生
の
旅
」
と
い
う
学
年
行
事
の

一
環
だ
そ
う
で
、
昨
年
に
続
き

2
回
目
の
訪
問
で
す
。
等
々
力

中
生
は
部
活
紹
介
や
福
島
に
つ

い
て
調
べ
学
ん
だ
内
容
を
紹

介
。
大
熊
中
生
も
学
校
紹
介
や

震
災
後
の
歩
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
大
熊
中
応
援
団
が

エ
ー
ル
を
送
る
な
ど
し
て
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
2
カ
所
目
と
な
る
大
規

模
太
陽
光
発
電
施
設
「
大
熊
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
」
が
着
工
し
、
6
月
23
日

に
町
内
大
川
原
字
西
平
の
現
地

で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
、
北
芝
電
機
、
町
、
福
島
発

電
が
出
資
し
て
設
立
し
た
大
熊

エ
ネ
ル
ギ
ー
合
同
会
社
が
建
設

し
ま
す
。
約
16‌

ha
の
農
地
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
約
３
７
０
０
０
枚

を
設
置
。
年
間
発
電
量
は
約
１

２
７
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
（
メ
ガ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
）
を
見
込
み
、
一
般

家
庭
約
３
５
０
０
世
帯
分
に
当

た
り
ま
す
。
来
年
7
月
の
発
電

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
策
定
委
員
会
が

6
月
28
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
町
へ
の
帰
還
を
見

据
え
、
帰
還
す
る
町
民
、
避
難

先
で
暮
ら
す
町
民
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
支
援
事
業
の
在
り
方
を

ま
と
め
た
、
平
成
29
年
度
か
ら

3
カ
年
の
活
動
計
画
で
す
。
町

役
場
会
津
若
松
出
張
所
で
開
か

れ
た
初
会
合
で
は
、
行
政
区
長

や
民
生
委
員
、
町
職
員
な
ど
10

人
の
委
員
に
渡
部
正
勝
会
長
が

委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
委

員
会
は
11
月
ご
ろ
ま
で
に
ビ
ジ

ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
、
町
社
協

会
長
に
答
申
す
る
予
定
で
す
。 委嘱状を受ける委員（左）

施設の完成イメージ図

学んだことを発表する生徒

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
20

年
間
の
事
業
期
間
中
、
敷
地
と

な
る
農
地
を
保
全
し
、
終
了
後

は
地
権
者
に
返
却
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
の
常
磐
自
動
車

道
を
挟
ん
だ
西
隣
で
は
、
福
島

発
電
が
運
営
す
る
「
町
ふ
る
さ

と
再
興
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
」
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
祈

願
祭
で
渡
辺
利
綱
町
長
は
「
古

里
を
取
り
戻
す
歩
み
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
町

が
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

くわ入れする関係者
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卓球の原田選手を激励
　

全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
原
田

優
衣
選
手
（
喜
多
方
卓
球
ラ
ン

ド
）
の
激
励
会
が
7
月
7
日
、

町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。
原
田
さ
ん
は
4

月
の
県
大
会
カ
ブ
（
小
学
4
年

生
以
下
）
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

優
勝
し
、
県
代
表
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
県
大
会
は
小
学
1
年
か

ら
4
連
覇
で
し
た
。
渡
辺
利
綱

町
長
が
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
ず
日
ご
ろ
の
実
力
を
出
し
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
激
励
金

を
贈
り
ま
し
た
。
原
田
さ
ん
は

「
全
国
大
会
で
８
強
が
目
標
で

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
民
が
入
居
す
る
会
津
若
松

市
の
復
興
公
営
住
宅
・
年
貢
町

団
地
で
6
月
22
日
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
主
催
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
輪

投
げ
で
点
数
を
競
う
ク
ロ
リ
テ

ィ
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を

打
ち
、
入
っ
た
穴
の
点
数
を
競

う
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル

を
投
げ
て
倒
し
た
ピ
ン
の
数
を

競
う
ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
3
種

目
に
挑
戦
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
真
剣
に
競
技
す
る
一
方
で

笑
い
合
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

気軽なニュースポーツに挑戦！

　

第
34
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
佐
久
間
純
子

選
手
（
双
葉
ク
ラ
ブ
）
の
激
励

会
が
6
月
29
日
、
大
熊
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
佐
久
間
さ
ん
は
4
月
の

県
予
選
40
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
で

優
勝
し
ま
し
た
。
渡
辺
利
綱
町

長
が
激
励
金
を
手
渡
し
「
避
難

が
続
く
中
で
努
力
さ
れ
、
全
国

大
会
に
出
場
す
る
の
は
心
強

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
佐
久
間

さ
ん
は
「
今
年
こ
そ
予
選
リ
ー

グ
を
通
過
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
み
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

東
北
の
大
熊
町
民
が
集
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
「
フ
レ

ン
ド
リ
ー
東
北
」
が
６
月
18

日
、
発
足
し
ま
し
た
。
仙
台
市

の
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
創
立
総
会
に
は
14

人
が
参
加
。
会
長
に
は
木
幡
伸

夫
さ
ん
が
就
き
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ん
が
梅
干
し
お
に
ぎ
り

や
ピ
リ
辛
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、

や
わ
ら
か
い
お
肉
が
入
っ
た
山

形
風
芋
煮
を
調
理
。
持
ち
寄
っ

た
お
漬
け
物
と
一
緒
に
、
集
ま

っ
た
皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
お
腹
も
心
も
大
満
足

で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

バドミントンの佐久間選手を激励

フレンドリー東北が発足 

料理を味わう参加者

スカットボールに挑戦する参加者

激励金を受ける佐久間選手（左）

激励金を受ける原田選手（中央）



生活サポート補助金
～コールセンター・相談窓口へ寄せられた、よくある質問をまとめました～
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Ｑ・補助金は、交通費などの10万円と、県産品の５万円を合計して15万円が支給されるのか。
Ａ・県産品の５万円も含めて、総額10万円までの補助となります。

Ｑ・標準交通費と実際にかかった費用に差額が生じた場合、実際にかかった費用で申請することは
できるのか。

Ａ・�金額にかかわらず、実際にかかった費用で申請することはできません。標準交通費で申請して
ください。

Ｑ・住民間、知人間の行き来について、その範囲はどのようにするのか。
Ａ・住民間とは大熊町・双葉町の住民同士、知人間とは親戚、友人、同僚などとなります。

Ｑ・リーフレットに記載されている標準交通費の県以外に移動した場合は、対象にならないのか。
Ａ・リーフレットは標準交通費の例として表記されています。
ほかの地域の標準交通費一覧は、９月頃送付予定の申請書・解説書に同封されます。

Ｑ・「通信費の増加分」とあるが、増加とはどういう意味か。
増加分はどのように算出すればいいのか。

Ａ・避難生活により、家族や知人の方へ連絡が増えたことによる電話料金の増加分です。
申請は、金額に関わらず、対象世帯人数を上限に一回線につき１万円（年額）で計算します。

Ｑ・福島県産品の自家消費について、制度上の制約はあるのか。
Ａ・自家消費についての制限はありませんが、対象経費については５万円が上限です。

Ｑ・塾の月謝を口座引き落としにしているが、どのように証明すればよいのか。
Ａ・通帳の写しでの確認になります。また、月謝袋などの場合も、その写しで確認します。

Ｑ・説明会はいつ頃から実施されるのか。
Ａ・説明会は、10月以降実施の予定です。
日程など詳細が決まり次第、お知らせします。

～コールセンターのご案内～
詳しい補助事業の内容や申請方法等について、お困りの方は、お問い合わせください。

問０１２０－０９０－１０４（フリーダイヤル通話料無料）
受付時間　月～金曜日 午前９時～午後６時（土・日・祝日、12月29日～1月3日を除く）
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ
うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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　この日、大型休憩所内の食堂で提供された昼食（角煮）を試食しました。現場で汗をかく
方が多いためか、少し濃い味付けになっているようで、ついご飯が進んでしまいました。

　休憩所にはコンビニエンスストアもあります。
発電所内でごみを処理する必要があるため、処分
が難しい缶やビンの飲み物、お弁当類は取り扱っ
ていませんが、それ以外の品ぞろえは町中にある
ものと変わりありませんでした。
　どちらも、日々厳しい環境で作業されている作
業員の方々のリフレッシュの場となっているよう
でした。

食堂の昼食

・今回の視察では、１号機、２号機、３号機それぞれについて作業の進ちょく状
況が確認できた。

・４号機、５号機、６号機については炉内に燃料棒がないため、燃料プールを中
心に設備の管理が行われていることが確認できた。

・凍土壁については、地面を少しずつ凍らせているため、実際に効果が出るまで
ある程度の時間が必要であることが確認できた。

・作業員の方のための福利厚生施設も充実してきていることが確認できた。

ここがポイント

大型休憩所内のローソン

　今回の視察では、全体として線量が下がったため防護服なしで作業できる範囲が広がっ
たことを確認できました。一方、原子炉建屋周辺など、まだまだ高線量の場所も残ってい
るようです。帰還のため、線量やダスト等の監視をしっかりとした上で、作業を計画的に
実施し、着実に廃炉作業を進めていく必要があるとあらためて感じました。福島第一原子
力発電所の現状については、今後も定期的に分かりやすくお伝えしていきます。
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Part16・福島第一原子力発電所の現状は？（その２）

　６月１日に東京電力福島第一原子力発電所を視察してきました。今
回は、その様子を現場の写真を交えてお伝えします。
　
　まず凍土壁（＝土中に
作る氷の壁）の設置現場
です。ニュース等でご存
知かと思いますが、現在

発電所では地下水を止めるため、１～４号機の
原子炉建屋を囲むように凍土壁を設置していま
す。地下30ｍまで配管を埋め込み、マイナス
30度ほどの冷却材を流すことで周囲の地面を
凍らせています。全部で1,500本以上の配管
が設置されており、写真はほんの一部です。凍
らせ始めてから効果が現れるまで時間がかかる
ため、凍結の状況等を随時確認しています。

　発電所西側の高台から１～４号機を視察しました。高
台からは建屋周辺の様子がよく分かり、以前の視察時に
比べると、少しずつですが周辺の機器の整理も進んでい
るようでした。
　左の写真は１号機です。１号機は現在、散水設備の設
置や壁パネルの取り外しなど、使用済燃料プールから燃
料を取り出す準備中です。また、写真の排気筒は、経年
劣化や地震による破損で耐震性が低下しており、上半分
が撤去される計画です。
　２号機は建屋周辺の設備を解体し、炉内状況調査のた
めの作業エリアを確保しています。３号機は燃料を取り
出すためのカバーを最上階に設置するため、原子炉の真
上に分厚い遮へい体を設置して線量を下げ、作業できる
環境を整えています。４～６号機では、廃炉に備えて施
設の管理が行われています。

凍土壁の冷却材配管

１号機建屋と排気筒
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緊急通報システム事業のご案内
　

町
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
重

度
身
体
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、
急

病
や
災
害
、
事
故
等
の
緊
急
事
態
に
迅

速
な
救
助
・
救
援
等
、
適
切
な
対
応
を

図
る
た
め
の
「
緊
急
通
報
装
置
」
を
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　

全
町
避
難
が
長
引
く
中
、
不
自
由
な

暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

を
ふ
ま
え
、
個
別
に
ご
相
談
を
承
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ご
利
用
条
件
等
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
利
用
条
件

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
利
用
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
親
族
の
方
や

近
所
の
方
、
近
く
に
お
住
ま
い
の
知
り

合
い
の
方
で
、
緊
急
時
の
対
応
に
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
方
（
協
力
員
）
２
名

の
承
諾
書
を
併
せ
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
エ
リ
ア

は
原
則
、
福
島
県
内
で
す
。

◆
装
置
に
つ
い
て

　

町
が
委
託
す
る
警
備
会
社
か
ら
「
緊

急
通
報
装
置
」
ま
た
は
「
お
守
り
携
帯
」

が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

　
「
緊
急
通
報
装
置
」
は
、
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
警
備
会
社
へ
24
時
間
３
６

５
日
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
で

す
。
首
か
ら
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
便

利
な
「
ペ
ン
ダ
ン
ト
」
を
併
せ
て
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
や
寝
た
き
り
高
齢
者
。
も
し
く

は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
を
抱
え
る
高

齢
者
の
み
の
世
帯
。
ま
た
は
一
人
暮
ら

し
の
重
度
身
体
障
が
い
者
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

ペンダント・緊急通報装置 お守り携帯
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お
墓
参
り
の
際
の
お

願
い

夏
の
お
盆
で
お
墓
参
り
を
さ
れ

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

お
参
り
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。

　
・�

お
線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
の
ご
使
用

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・�

食
べ
物
な
ど
の
お
供
え
物
は
、

持
ち
込
み
を
お
控
え
く
だ
さ

い
。

　

全
町
民
が
避
難
し
て
い
る
中
で

の
火
災
は
、
迅
速
な
消
火
活
動
が

難
し
い
た
め
被
害
が
拡
大
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
線
香
や

仏
壇
の
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
の
火
気
の

使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
菓
子
や
果
物
な
ど
の

お
供
え
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
動

物
を
呼
び
寄
せ
た
り
お
供
え
物
が

食
い
荒
ら
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
環

境
衛
生
上
問
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
持
ち
込
み
は
お
控
え
く
だ
さ

い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

環
境
対
策
課

新
規
町
営
墓
地
に
つ

い
て

町
で
は
現
在
、
大
川
原
字
西
平

地
内
に
新
規
町
営
墓
地
の
建
設
を

計
画
し
、
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。６

月
下
旬
ご
ろ
か
ら
建
設
予
定

地
の
測
量
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
地
権
者
へ
の
説
明
お
よ
び

建
設
に
伴
う
各
関
係
機
関
へ
の
調

整
も
進
め
て
い
ま
す
。

新
規
町
営
墓
地
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
環
境
対
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

環
境
対
策
課

い
わ
き
公
証
役
場
公

証
人
が
変
更
さ
れ
ま

し
た

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。
７
月
１
日
付
け
で
、

い
わ
き
公
証
役
場
の
公
証
人
が
次

の
通
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
役
場
所
在
地
や
電
話
番
号
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
変
更
前
〉
公
証
人　

本
間 　

透

〈
変
更
後
〉
公
証
人　

小
沼 

邦
彦

い
わ
き
公
証
役
場

〒
９
７
０
─
８
０
２
６

い
わ
き
市
平
字
菱
川
町
１
─
３

（
い
わ
き
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
）

　

電
０
２
４
６
（
23
）
４
０
６
６

問
福
島
地
方
法
務
局　

総
務
課

電
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
４
１

火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署� 電0240-34-7360
◇富岡消防署� 電0240-25-2119

１、風の強い日はやめましょう。 
２、人や家に向けるのはやめましょう。
３、大人と一緒に遊びましょう。
４、水を用意しましょう。

「消しましょう　その火　その時　その場所で」
平成28年度全国統一防火標語

ルールを守って楽しい花火

正しい楽しい花火遊び

消防署より

相
双
・
地
産
地
消
で

“
ご
飯
の
お
と
も
”料

理
コ
ン
テ
ス
ト
！

　

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
で

は
、
地
場
産
農
林
水
産
物
と
県
産

農
林
水
産
加
工
品
の
家
庭
で
の
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
家
庭

で
作
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載
の
ご

飯
が
す
す
む
一
品
料
理
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
す
。

　

入
賞
者
に
は
賞
品
も
あ
り
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

◆
応
募
期
間

８
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
11

日
（
日
）
※
当
日
消
印
有
効

※�

詳
細
は
、
福
島
県
相
双
農
林
事

務
所
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
お
使

い
い
た
だ
け
な
い
方
は
、
資
料

を
お
送
り
し
ま
す
。

問
福
島
県
相
双
農
林
事
務
所

　

企
画
部

電
０
２
４
４
（
２
６
）
１
１
５
３
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大熊町の皆さん、
お元気ですか？
会えない方々のこ
と、ずっと気になって
おりましたが、現在、
茨城県結城市におい
て再開業しております。

〒307-0001 茨城県結城市結城10516-1

●TEL 0296-47-3599

結城駅
小田林駅

あお整骨院4

264
水戸線

結城中

結城西小 結城市役所

結城第二高

城南小

ヨークタウン結城

50

15

17

 あお整骨院５茨
城
エ
リ
ア

　当店では、店舗休
業中の５ヶ店とともに
電話や訪問を中心に
お客様のご対応を
行っております。
何なりとご相談く
ださい。

株式会社東邦銀行 大熊支店６

東北自動
車道

東北自
動車道ハウジング

プラザ福島

スズキ
アリーナ
福島北

東邦銀行事務センター
（東邦銀行大熊支店）

福島飯坂IC

佐川歯科

ミニストップ

13
駅
野
平

〒960-8626 福島市飯坂町平野字桜田3-4
東邦銀行事務センター内

●TEL 024-541-2366 ●FAX 024-542-3677

福
島
エ
リ
ア

離れ離れになって
しまった大熊町、近隣
地区の皆さんに少しで
も元気な近況情報を
届けたく、何とか踏ん
張っています！一緒に
頑張っていきましょう。

〒979-2335 南相馬市鹿島区鹿島字北畑130-5

 ●TEL 0244-26-9181 ●HP http://www.i-info.jp/

 株式会社 いんふぉ2南
相
馬
エ
リ
ア

新天地におきまして、心
機一転努力精進してまいり
ますので、今後とも変わらぬ
ご支援を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

 共同印刷株式会社５

Honda
Cars 福島

すき家

共同印刷（株）

福島マツダ

ラーメン釜神

ショッピング
モール
フェスタ

4

4

〒963-0534 福島県郡山市日和田町字南原2-5

●TEL 024-953-5520 ●FAX 024-953-5530
●HP http://0240.jp/kyodo/

郡
山
エ
リ
ア

お気軽にお寄りく
ださい。
○営業時間
　11：00～14：00
　17：00～20：00
　（19：30ラストオーダー） 鮫川

ツルハ

石城山田
郵便局

中華料理
八龍

磐城農業
高校

マクドナルド

植田
中学校

マルト

10

20

20

10

駅
田
植

〒974-8261 いわき市植田町根小屋55-1

●TEL 0246-63-5225

 中華料理 八龍11
ヴァンカウンシル
は現在いわき市にて
再開しております。な
つかしい顔ぶれもそ
ろってますのでお時
間がございましたら、
ぜひご来店ください。

VAN COUNCIL いわき店８

〒971-8151 いわき市小名浜岡小名岸前58-1
●TEL・FAX 0246-92-2224
●HP http://www.vancouncil-japan.com/

ユニクロ
いわき小名浜店

紳士服のコナカ
小名浜店

ドコモショップ

マルト
岡小名店

カインズ
ホーム

ココス
VAN COUNCIL

いわき店

26

道
街
島
鹿

い
わ
き
エ
リ
ア
② 〒974-8261 いわき市植田町中央3丁目7-36

●TEL・FAX 0246-84-8797

新天地において
邁進してまいります
ので、今後もご支援
を賜りますよう、お
願いします。

 ヘアーサロンさかもと14
10

10

20

20

56

ヘアーサロン
さかもと 植田小

双葉町
役場

GS吉田
家具屋駅

田
植

 住建タナカ13
木造在来軸組工法
で地震に強い家造り
をめざし無垢材をふ
んだんに使い、コスト
に挑戦しながら地元
密着のトータル住宅
造りを目指します。

TEL 090-1067-2446●
〒972-8325 いわき市常磐白鳥町勝丘26-18

いわき市立
磐崎小学校

ガソリン
スタンド

かげつ斎苑湯本

56

56

14

いわき石川
バイパス

住建タナカ
いわき湯本温泉
ホテルパームスプリング

い
わ
き
エ
リ
ア
②

相双五城信用組合
では、被災・避難され
ているお客様に対し
て会津若松市・いわき
市で相談所を開設し
ております。営業時間
AM9：30～PM2:30
いわき支店（いわき相談所）
〒970-8021いわき市平中神谷字南鳥沼35-2
●TEL 0246-57-0006

ソフトバンク

セブン
イレブン

いわき支店

神谷幼稚園

平第六小学校 ▲到草野駅

6

駅
き
わ
い
到
◀

常磐
線

相双五城信用組合４い
わ
き
エ
リ
ア
①

　広報おおくま 4月１５日号に同封しまし

た再開エリアマップの内容に誤りがござい

ました。謹んでお詫び申し上げますととも

に、次の通り訂正させていただきます。

問 大熊町役場いわき出張所　産業建設課
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●
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

い
わ
き
開
成
病
院
● い
わ
き
東
警
察
署

●

磐
城
中
央
病
院

●

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

●

三
崎
公
園

●

植
田

泉

呉
羽

総
合
病
院

●

●
か
し
ま
病
院
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度８月、９月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※前期（４～9月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。
※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。
※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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８、９月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年9月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年9月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜　日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 9月 10月 11月 12月 3月
日 16日 17日 21日 22日 18日 19日 16日 17日 17日 18日

曜　日 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 8月15日㈪ 9月20日㈫ 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年8月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年8月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 津島活性化センター
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

2 加倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

3 高瀬
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

4 中屋敷
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

5 大川原
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

6 高津戸
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯
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み
）

◇開催場所及び開催日時
開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所 ８月16日㈫

午後2時～5時

会津若松市追手町2-41
（相談会場：２階 第３会議室）

大熊町役場
いわき出張所 ８月19日㈮ いわき市好間工業団地1-43

（相談会場：１階 相談室）

大熊町役場
中通り連絡事務所 ８月24日㈬ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階 第1会議室）

時正午～午後２時30分 （午前11時30分開場）

場E
エ ビ ス

BISU G
グ リ ル

RILL ＆
アンド

C
カ フ ェ ダ イ ニ ン グ

afeDining  T
テ フ テ フ

efuTefu 恵比寿店
　 （東京都渋谷区恵比寿南１-7-8　恵比寿サウスワン1F）
〈交通アクセス〉JR恵比寿駅西口から徒歩３分、西口のバスロータリーを左に曲がり、
坂を上ったローソンとファミリーマートの間のビル1階です！（当日は、おーちゃん
くーちゃんのうちわを持ったスタッフが西口とお店周辺にて道案内をしています。）
費大人 2,500円、小学生 1,000円、小学生未満 無料
内オシャレな店内でランチビュッフェを食べながら、自由歓談会♪
　大熊町役場職員も参加します！
期８月24日（水）まで
申問大熊町コミュニティ支援広域事務所 （電話受付時間:平日午前10時〜午後４時）
電0246-88-9317　FAX：0246-88-9318
kanto@town-okuma.jp
当日連絡先　電070-5074-7457（担当：大熊あゆ美）

ランチビュッフェ♪
大熊のみんなとお腹いっぱい食べよう！！

9月3日（土）
おおくま交流会in恵比寿
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男性が楽しく集まる場所として実施します
ので、ぜひご参加ください。今回限りの参加
も可能です。
時８月19日㈮　午前９時30分～11時30分
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）
内�蒔絵（まきえ）体験
　※�都合により内容が変更になる場合もあり

ますので、ご了承ください
対60歳以上の男性
定20人（先着順）
持汚れてもいい服装、水分
費500円
申電話にて
期８月12日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係（渡辺・新田）
電0120-26-3844

一歩外に出て皆さんと楽しい時間を過ごし
ませんか？
時８月26日㈮　午前10時～正午
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）
内�蒔絵（まきえ）体験
　※�都合により内容が変更になる場合もあり

ますので、ご了承ください
対60歳以上の方ならどなたでも
定20人（先着順）
持汚れてもいい服装、水分
費500円
申電話にて
期８月19日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係（渡辺・新田）
電0120-26-3844

の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ

時８月23日㈫　午後１時15分～３時
　※受付：午後１時15分～１時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
　多目的ホール
内�おおちゃん小法師絵付け体験
対�大熊町、富岡町、双葉町、浪江町の65歳以

上の方（ただし同伴者は年齢不問）
定20人（大熊町10人程度、他町10人程度）
持汚れてもいい服装、水分
費無料
申電話にて
期８月19日㈮まで
問�大熊町役場いわき出張所　大熊町地域包括

支援センター（花房、浜本）
電0120-26-5671

　人生、銀色（シルバー）のように渋く輝き
たい！
　喋って、つくって、食べて、元気になろう。
時８月30日㈫　午前９時45分～午後１時
　※受付：午前９時45分～10時
内�夏の疲れを取るメニュー
場常磐共同ガス　ガスワンキッチンスタジオ
　「ステラ」
　（いわき市常磐湯本町日渡74－７）
　電0120-43-3148
対誰でも参加可能
定12人（先着順）
持エプロン、三角巾、水分
費300円
申電話にて
期８月26日㈮まで
問�大熊町役場いわき出張所 大熊町地域包括

支援センター（花房、浜本）
電0120-26-5671

男
塾
（
お
と
こ
じ
ゅ
く
）

第
２
回
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師
絵
付
け
体
験



一般に自殺の原因として「健康問題」が最
も多いとされていますが、そうした心身の健
康問題の改善に向け、近年、ストレスの軽減
や免疫力の向上など「笑い」の持つ健康効果
が注目されています。

そこで心身の健康度を高めることを目的に
「心の健康講座」を開催します。
時９月６日㈫　午後１時30分 ～４時
場郡山市ミューカルがくと館大ホール
　（郡山市開成一丁目１-１）
対県中・県南地域にお住まいの方 
内１�．情報提供「福島県の自殺の現状と対策」

（講師：福島県県中保健福祉事務所保健
師） 

２．講演「笑いと健康 ～笑ってストレス
解消！生活習慣病予防！～」（講師：福
島県立医科大学医学部疫学講座・大平哲
也氏）

費無料
定100人
期8月30日㈫まで
問�ふくしま心のケアセンター県中・県南方部

センター
電024-983-0274
※主催：（一社）福島県精神保健福祉協会 ふ

くしま心のケアセンター
主管：ふくしま心のケアセンター県中・県
南方部センター
共催：福島県県中保健福祉事務所、郡山市

時８月4日㈭　午前10時～午後１時
場常磐共同ガス　ガスワンキッチンスタジオ
　「ステラ」
内親子でクッキング
対�年長から小学校６年生までのお子さんとそ

の保護者
持エプロン、三角巾
期８月１日㈪まで電話で
定20人
申問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

県
中
地
区
自
殺
予
防
セ
ミ
ナ
ー
「
心
の
健
康
講
座
」

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
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夏の冷房にご用心！

蒸し暑い夏、快適なはずの冷房が体調を
崩す原因となっています。

人体は５度以内の温度変化であれば柔軟
に対応できます。しかし、真夏になると、
ひんやりとした室内と外の温度差は10度
近くにもなります。

急激な温度変化は、体温調節のはたらき
を狂わせます。

温度変化を何度も繰り返しているうちに
体調が悪くなり、いわゆる冷房病になって
しまいます。

冷房病は頭痛、肩こり、鼻炎、ぜんそく、
腰痛、生理不順、腹痛、膀胱炎、不眠、足
のだるさなどの形で表れてきます。

冷房病を防ぐには、生活改善が効果的で
す。

それにはまず、体が冷える機会を少なく
する為に、冷房の設定温度を上げて外気と
の差を小さくします。
・�寝苦しい夜に、どうしても冷やしたい場

合には短時間にとどめます。
・�冷房の効いた室内では、上着や膝掛け、

スカーフなどを身につけ、じっと座り続
けずに、体を伸ばしたり、歩く機会を増
やすなどの自衛策が大切です。

・�夜は、38～40度のお風呂で、ゆっくり
と体を温めます。そして、睡眠を十分に
とり、三食をきちんと摂りましょう。



こころの健康相談会「ちょこっとカフェ」
「ふらっとカフェ」が始まります。
　リラックスする場として今月から毎月1回
開催します。自宅でできるリラクゼーション
方法など毎回ミニ講話もあります。時間内出
入り自由ですのでお気軽にお立ち寄りくださ
い。専門職による個別相談もできます。（申
し込み不要）
ちょこっとカフェ
時８月10日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場いわき出張所２階
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係
ふらっとカフェ
時８月10日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場会津若松出張所２階
　ほっとルーム
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課健康介護係

時８月25日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
　多目的ホール
内カラダを動かして気分リフレッシュ
（講師：Ｊヴィレッジフィットネスクラブ
スタッフ）

対どなたでも
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話で(当日参加も可能)
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係

★
新
規
事
業
の
ご
案
内
★

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

りたよたよ
ほけんほ

時８月31日㈬　午前10時～11時30分
場いわき市立泉公民館２階
　（いわき市泉4丁目13-11）
内コツ骨実践～栄養士によるお話と試食会～
対どなたでも
申電話にて
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課保健衛生係

時８月９日㈫、24日㈬
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内�自由遊び、ダンス、絵本の読み聞かせ、身

長・体重測定、離乳食や育児について個別
相談もできます

対未就学児とその親、祖父母
持水分、おむつ　等
申不要
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

　みんなで集まり、布絵づくりをして、楽し
いひとときをすごしませんか？
時９月２日㈮　午前10時～正午
場福島市保健福祉センター４階保健指導室
　（福島市森合町10-１）
内布絵づくり～描こう、こころの風景～
費300円
持はさみ
定20人
申電話にて
期８月26日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係

出
前
！
健
幸
講
座

子
育
て
ひ
ろ
ば

こ
こ
ろ
の
元
気
を
育
て
る
講
座
in
福
島
市

７月の様子
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28問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

　7月2日㈯、広野町二ツ沼総合公園パーク
ゴルフ場で大野1、2区（駅前地区）のパー
クゴルフ交流会を開催しました。
　この交流会は震災前から公民館事業として
毎年行っていた事業であり、今回も絆をより
強く深めるために開催。青空の下で楽しい１
日を過ごしました。終了後の表彰式では、昼
食を食べながら次回も元気で再会することを
誓い、解散しました。

（大野1区長・鈴木国郎、大野2区長・井戸川
洋一

　熊川行政区の総会を７月２日、いわき市の
ホテル塩屋崎で開きました。51人が出席し、
昨年度の事業や会計報告を行いました。役員
改選も行われ、小畑功区長ら全役員の留任を
決めました。
　総会終了後には懇親会を開き、近況報告や
カラオケなどで楽しい時間を過ごしました。

　６月25日㈯、会津東山温泉「おやど東山」
（会津若松市）で、県内外の避難先から30世
帯54人が参加し、２年ぶりの総会と昨年に
引き続き交流会を開催しました。
　総会では、区長あいさつに続き、来賓とし
て石田仁副町長から、復興へ向けた取り組み
の報告を交えたあいさつをいただきました。
　議長に金澤文男さんを選出し、２年間の事
業経過報告と決算報告、熊地区３行政区合同

のパークゴルフ大会の開催などを含めた、平
成28年度事業計画と予算案を審議し、全会一
致で可決しました。また、新たに副区長とし
て藤崎広人さんを選出しました。
　続く交流会は、藤崎新副区長の音頭で乾杯
を行い、にぎやかにスタートしました。
　参加された皆さんは、避難から５年が経過
し、久しぶりに会う懐かしいご近所の方々と
時間の経つのも忘れ、思い出話やこれからの
ことについて交流を深めていました。
� （熊二区長・島原健二郎）

　今年も隣組会を開催します。
時９月12日㈪～13日㈫
　チェックイン　午後3時～
場五浦観光ホテル　別館大観荘
　（茨城県北茨城市大津町722）
　電0293-46-1111
問幹事　橋本
電090-5831-9680

　大熊町民集まれ！盆踊りを踊ろう！
時８月20日㈯　午後3時～
場好間第一仮設住宅北集会所前
内盆踊り、屋台
問好間第一仮設住宅自治会長・平子誠一
電090（4553）0262
※�大熊町の方ならどなたでも参加いただけま

す！絆を深めましょう！！
　�当日お手伝いできるボランティアの方、募

集してます！
　�駐車場に限りがございますので乗り合わせ

にご協力ください。

大
野
1
、
2
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

熊
川
区
総
会
・
懇
親
会

熊
２
区
総
会
・
交
流
会

下
野
上
２
区
６
班
懇
親
会

好
間
第
一
仮
設
住
宅
納
涼
祭
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　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時８月17日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋
　※�人数がまとまれば、好間第三仮設から無

料送迎バスあり
費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

　おおくままち北浜グループは随時会員募集
中！
　イベントは定期的に開催しています。
問会長・小林
電080-1814-9819

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時８月24日㈬　午前中～
内おしゃべりサロン
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷６-８-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

８月の定例会は次の通り開催します。
時８月21日㈰　午前10時～正午 
場検討中（水戸市周辺で調整中）
内懇談会（詳しくはお問い合わせください）
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

同じ地域に避難している町民同士で活動し
ている次の各コミュニティでは、随時会員を
募集しています。みんなで楽しく交流してみ
ませんか？
・大熊町いわき会
・おおくまいわき友の会
・埼玉･おおくま友の会
・茨城おおくま友の会
・フレンドリー東北
問大熊町復興支援員いわき事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）

借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は、借り上げ住宅に避難されている町民の皆
さまのための交流会を毎月第１、第３水曜日
に開催しています。お気軽にご参加くださ
い。
時８月の開催日
・３日㈬　「御薬園」散策
・17日㈬　会津会パークゴルフ大会
　（ふれあいランド高郷パークゴルフ場）
場両日とも役場会津若松出張所10時集合
　※随時会員を募集しています
問電090-7078-2327（山本）

　大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
　8月は夏休みにします。また9月から、楽
しく活動しましょう！
電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であれば、どなたでもご参加いただけ

ます。
初めての方は、ご連絡いただければ幸いで

す。
時８月29日㈪　 午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

お
お
く
ま
町
会
津
会

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

随
時
会
員
募
集
中
!!

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

マ
マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊

お
お
く
ま
ま
ち

北
浜
グ
ル
ー
プ

積
小
為
大
の
会



○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年6月30日現在 10,695 3,890

増減 △ 810 △ 345

●避難先の状況� （平成28年7月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 226 
不明 5 会津若松市 1,211 
北海道 31 郡山市 1,054 
青森県 26 いわき市 4,584 
岩手県 2 白河市 76 
宮城県 191 須賀川市 90 
秋田県 21 喜多方市 49 
山形県 46 相馬市 96 
福島県 8,113 二本松市 43 
茨城県 463 田村市 59 
栃木県 190 南相馬市 245 
群馬県 86 伊達市 13 
埼玉県 398 本宮市 35 
千葉県 245 桑折町 6 
東京都 280 国見町 2 
神奈川県 178 川俣町 1 
新潟県 231 大玉村 27 
富山県 6 鏡石町 13 
石川県 14 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 4 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 2 
静岡県 22 北塩原村 0 
愛知県 7 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 1 
滋賀県 0 猪苗代町 12 
京都府 7 会津坂下町 19 
大阪府 19 湯川村 3 
兵庫県 6 柳津町 0 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 1 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 26 
岡山県 2 西郷村 18 
広島県 0 泉崎村 13 
山口県 1 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 19 
香川県 1 棚倉町 1 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 4 
福岡県 23 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 4 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 1 平田村 1 
大分県 10 浅川町 6 
宮崎県 20 古殿町 8 
鹿児島県 1 三春町 46 
沖縄県 7 小野町 12 

計 10,695 広野町 51 
楢葉町 0 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 23 
飯舘村 0 

計 8,113 

大熊町の避難状況

※2016年（平成28年）６月

30

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

嶋　貫　悠
は る き

教 鄭俊然・光津恵 旭　　台

小野上　椿
つ ば き

咲 優　希・詩　乃 古　　舘

山　田　そ　ら 侑　弥・早　紀 東　　平

朝　倉　　凛
りん

　 真　一・亜紀子 西大和久

澤　内　佑
ゆ う せ い

星 　誠　・理　恵 西大和久

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

瀨　尾　准　代 ９１歳 大　　 野

池　田　ト　メ ９４歳 新　　 町

渡　邊　五　郎 ８７歳 新　　 町
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お互いさま
武内敏英

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・夫沢川、小入野川、熊川
くうちゃんクイズ　A・手抜き、面倒くさがる

　朝ドラ「あさが来た」で国民的女
優となった波瑠さんが、町のマスコ
ット「おおちゃん小法師」の絵付け
をしてくださいました。背中にサイ
ン入りの貴重な品です。今後、イベ
ントなどで皆さんに披露したいと思
います。３ページで紹介した大熊町
への励ましのメッセージは、町民の
皆さんを勇気づけるものとなりまし
た。前を向いて歩いていくことを誓
い、波瑠さんの今後の活躍を願いま
した。

表紙の写真

「
お
互
い
さ
ま
」。
こ
の
一
言
が
震
災
直
後
の
私
を
救
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
当
時
の
会
津
若
松
市
長
と
市
教
育
長
か
ら
か

け
て
も
ら
っ
た
言
葉
で
す
。
5
年
前
の
3
月
25
日
夕
。
二

次
避
難
先
と
し
て
町
民
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
た

め
、
町
長
に
同
行
し
て
市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
町
長
の

要
請
に
、
市
長
が
答
え
ま
し
た
。「
お
話
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
お
互
い
さ
ま
で
す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
本
市
に
お

い
で
く
だ
さ
い
」。
そ
の
数
日
前
に
は
、
電
話
越
し
に
教

育
長
か
ら
も
「
お
互
い
さ
ま
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
学
校
を
再
開
さ
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
と
き
の
こ

と
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
多
く
の
町
民
の
受
け
入
れ
を
お
願

い
す
る
立
場
。
相
手
が
困
惑
し
て
も
仕
方
な
い
と
覚
悟
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
人
は
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ

う
に
、
同
じ
言
葉
で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

2
人
の
言
葉
は
、
戊
辰
戦
争
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
、
転
封
に
よ
っ
て
古
里
を
追
わ
れ
た
歴
史
を
持
つ
会
津

人
ゆ
え
の
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
平
成
の
世
、
目
の
前

で
助
け
を
求
め
る
大
熊
町
民
を
、
他
人
事
と
し
て
見
過
ご

せ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
後
日
、
2
人
と

当
時
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
自
分
た
ち
も
再
び
古
里
を
追

わ
れ
、
大
熊
町
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も

し
れ
な
い
、
そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。「
お

互
い
さ
ま
」
は
、
苦
し
く
も
誇
り
高
い
歴
史
を
生
き
る
人

た
ち
の
、
重
み
の
あ
る
言
葉
で
し
た
。

震
災
直
後
の
嵐
の
よ
う
な
日
々
、
こ
の
言
葉
が
心
の
支

え
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
復
興
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

教育長室から

編
集
後
記

・
８
月
は
夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
。
お
祭
り
や
花
火
大
会
の
チ
ラ
シ

を
見
て
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
考
え
て
い
ま
す
。
震
災
前
は
、

町
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
夏
祭
り
や
行
政
区
の

盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
凝
っ
た
衣
装
で
踊

っ
た
仮
装
盆
踊
り
や
、
ミ
ニ
花
火
大
会
を
見
に
行
っ
た
こ

と
は
、
大
熊
の
楽
し
い
思
い
出
で
す
（
横
）

・
役
場
の
玄
関
付
近
に
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
色
鮮
や
か
な
花
々
が

今
日
も
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

時
々
お
手
入
れ
を
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
一
度
咲
き
終

わ
っ
て
も
再
び
花
を
咲
か
せ
長
く
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
改
め
て
ひ
と
手
間
か
け
る
心
遣
い
が
人
を
喜

ば
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
（
児
）

・
こ
の
広
報
紙
が
届
く
8
月
に
は
甲
子
園
の
出
場
校
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
日
本
一
を
目
指
し
て
白
球
を
追
い
か
け
る
姿

に
は
本
当
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
双
葉
高
校
敗
退
は
残
念

で
し
た
が
、「
人
生
の
中
で
本
当
に
宝
物
の
思
い
出
に
な
っ

た
。」
と
語
っ
た
同
校
の
選
手
達
に
は
大
き
な
拍
手
を
送
り

た
い
気
持
ち
で
す
（
渡
）
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